
【小説】 【その他】

地雷グリコ 青崎　有吾 事件報道の裏側 三枝　玄太郎

贋品 浅沢　英 福井まんぷくドライブ 京阪神エルマガジン社

くらまし屋稼業 ４～８ 今村　翔吾 るるぶフランス　〔２０２４〕ＪＴＢパブリッシング

海を破る者 今村　翔吾 デジタルローカルハブ 神尾　文彦／編著

娘が巣立つ朝 伊吹　有喜 アメリカと共に沈む日本 山中　泉

詐欺師と詐欺師 川瀬　七緒
いっきにわかる！給付金・補助金・助成金

申請すればもらえるお金
宝島社

春のとなり 高瀬　乃一
「何回説明しても伝わらない」は

なぜ起こるのか？
今井　むつみ

キャント・バイ・ミー・ラブ 小路　幸也 天気予報が楽しくなる空のしくみ 荒木　健太郎

失踪人 小路　幸也
知識ゼロからわかる

帯状疱疹の不安を解消する！
本田　まりこ

シン人間失格 新堂　冬樹 発達障害の子が１８歳になるまでにしておくこと 宮尾　益知／監修

告白撃 住野　よる 認知症は予防が９割 森　勇磨

もう明日が待っている 鈴木　おさむ 緑内障について平松類先生に聞いてみた 平松　類

万両役者の扇 蝉谷　めぐ実 脳と体がみるみる若返る３０の食習慣 笠岡　誠一

グリフィスの傷 千早　茜 笑って健康と幸せをつかむ２４の方法 鎌田　實

対決 月村　了衛 姿勢をゆるめる 片山　洋次郎

鬼の哭く里 中山　七里 がんにも勝てる長生きスープ 佐藤　典宏

いつか、アジアの街角で 中島　京子 ８０歳からでも若返るすごい脳活おりがみ 伊達　博充

香子　５ 帚木　蓬生 子供の夏帽子 アップルミンツ

同居鮨 原　宏一 そのままおいしい野菜の食べ方 食べチョク

クスノキの女神 東野　圭吾 野菜ビジネス 梅田　みどり

御庭番耳目抄 村木　嵐 新さかなの経済学 山下　東子

覚悟せよ 矢野　隆
ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

凄ワザ＆攻略ナビ！　２０２４年版
最強ＭＡＰ＆凄ワザ調査隊

婚活食堂　１１ 山口　恵以子 藤井聡太の将棋入門 藤井　聡太／監修

ＤＶ８ 紀　蔚然 心の窓 沢木　耕太郎

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。
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＜ 一 般 書 ＞



【えほん】 【おはなし】

あめのちゆうやけせんたくかあちゃん さとう　わきこ おくれてきた名探偵 杉山　亮

きゅうしょくたべにきました シゲリ　カツヒコ 資料室の日曜日 村上　しいこ

きょうりゅうレントゲンびょういん キョン　ヘウォン となりのじいちゃんかんさつにっき ななもり　さちこ

こうえんのおやくそくだもの きだに　やすのり ぼくの色、見つけた！ 志津　栄子

ナガノさん　まっちゃアイスの巻 中川　ひろたか いちかちゃん いとう　みく

ねずみくんからのおくりもの なかえ　よしを こそあどの森のないしょの時間 岡田　淳

パパとすぅすぅ ケイト・メイズ／原作 あいたくてたまらない おくやま　ゆか

ママとすぅすぅ ケイト・メイズ／原作 まねをしました すず　きみえ

ぼくのなまえ 三次　智暉 【その他】

ばったのたんちゃんうまれたよ！ ねもと　まゆみ 名字の事典 森岡　浩／監修

もりのはなやさん ふくざわ　ゆみこ こどものためのもしもマニュアル　１・２ 佐藤　健／監修

妖怪オノマトペ 石津　ちひろ／ことば 算数のなぜ？ビジュアル新事典 秋山　仁／監修

ねんどどん うらつか　りょうま おおむかしのいきもの 甲能　直樹／監修

バナナにげる よねやま　ゆうた １０代のカラダのハテナ 高尾　美穂／監修

うみのワクワクえん ケロポンズ 町工場のものづくり 小関　智弘

４つごのまじょのおかいもの かわい　みな 「いただきます」を考える 生源寺　眞一

にんじゃきくんじゃでんごんじゃ 川之上　英子 はじめての着衣泳教室 岩崎　恭子

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

メールマガジン登録募集中！

メルマガは週一回お届けする

最新の新着図書案内です。

毎週金曜日に配信しています！

南越前町立図書館の

ホームページからご登録ください。

「事件報道の裏側」

三枝 玄太郎／著 東洋経済新報社 2024年

連日、多くの事件や事故のニュースがテレビや新聞で報道されています。そのとき、「書類送検」や

「命に別条なし」などよく耳にする言葉がありますよね。なんとなく意味は分かるけど、正確に説明で

きる人は少ないのではないでしょうか。この本は元新聞記者の著者が、実際の判例や経験を交えながら

用語をわかりやすく説明しています。意味を知ったうえでニュースを改めて見たとき、今までよりも興

味深く見られるかもしれません。なかには記者自身もなんとなくで使い分けている、明確なルールがな

い用語もあります。ですから私たち自身でも記事の内容を精査し、すべてを鵜呑みにしないよう心がけ

ていかなければいけません。


